
外部人材の連携支援
各種ノウハウや知恵を持った
人たちをご紹介します。

【情報内容の例】
・新たな特産品開発
・地域を盛り上げる仕掛け
・農家民宿を始めたい

ご相談いただければ、無料で
一緒に考えます。

【相談内容の例】
・地域づくり研修企画
・特産物の開発
・農山村移住
・農山村の6次化
・農山村とのマッチング

企業・大学のみなさん

むらづくりワンストップ窓口にようこそ
「これから農山村で何か一緒に取り組みたい」と思ったら、お近くの「むらづくりワンストップ窓口」
にぜひご連絡ください。農山村地域の特産品の活用、農山村での福利厚生、農山村との体験学習や
社会貢献、地域課題のビジネス化などワンストップ窓口がアドバイスやマッチングをお助けします。

旬な農山村の情報を無料で
「むらサポ」のホームページや
Facebookで広報します。

【情報内容の例】
・農山村でイベント開催
・ボランティア募集
・農産物販売の開始 etc…

情報発信

むらづくり
ワンストップ窓口
地域づくりに役立つ研修会や
相談会、地域交流会を
年に数回開催します。

連携支援 各種相談

参加無料

農山村の人たちも

参加しています。

新たな出会いが

あるかも。

窓口には県の地域づくりアドバイザーや、
環境学習コーディネーターが在籍しています。

特定非営利活動法人 NPOサプライズ ☎0558-99-9120（平日9時～16時）伊豆地区

特定非営利活動法人ホールアース研究所 ☎0544-66-0790（9時～17時）東部地区

一般社団法人 SACLABO ☎070-5332-3955（9時～18時）中部地区

浜松市市民協働センター ☎053-457-2616（9時～21時30分）西部地区
（浜松市民協働サポートグループ） ※12月29日～1月3日を除く

「ふじのくに美しく品格のある邑」に関する情報はこちら

静岡県内の農山村の旬な情報や企業との連携事例などの情報はこちら

公式ウェブサイト

公式ウェブサイト

http://www.fujinokuni-mura.net/

公式Facebook
公式Facebook

公式ウェブサイト 公式Facebook

https://www.facebook.com/muradoki/

公式ウェブサイト
https://www.shizuoka-murasapo.net/

公式Facebook
https://www.facebook.com/shizuokamurasapo/

美しく品格のある邑

しずおか　むらサポ

お問い合わせ／静岡県経済産業部農地局農地保全課　TEL：054-221-2713 FAX：054-221-2809　Email：nouchihozen@pref.shizuoka.lg.jp

中部地区で行われた
「まーけてぃんぐ基礎講座」

西部地区で行われた
「手描き広報のススメ！」

販売促進研究所
代表取締役　杉山浩之さんを

講師に迎えました

書道家の松竹由紀さんを
講師に迎えました

里風通信
さ と か ぜ つ う し ん

しず お か の 里 地と人 をつ なぐ

農 山 村 と企 業・大 学 の 連 携 が 広 が って い ま す
多 様 な 主 体 と「 協 働 」す る 邑 づ くり
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伊豆市修善寺75 ドットツリーオフィス アドバイザー：飯倉清太氏

富士宮市下柚野165 アドバイザー：山崎宏氏

藤枝市若王子705-2 アドバイザー：渡村マイ氏

浜松市中区中央1丁目13-3 アドバイザー：山内秀彦氏
魅力や資源がいっぱいの農山村地域で、一緒に活動してみませんか？ P01

企業と農山村をつなぐ「むらづくりワンストップ窓口の紹介」 P02

静岡鉄道株式会社×はばたけ大川静岡鉄道株式会社×はばたけ大川静岡鉄道株式会社×はばたけ大川静岡鉄道株式会社×はばたけ大川
静岡茶の始祖「聖一国師」が紡いだ縁で遊休農地の活用に取り組む

邑の特産品を購入することもサポートのひとつの形

P03

邑の特産品を購入することもサポートのひとつの形邑の特産品を購入することもサポートのひとつの形
日本生命保険相互会社　静岡支社×ふじのくに美しく品格のある邑 P05





静
岡
茶
の
始
祖
「
聖
一
国
師
」
が
紡
い
だ
縁
で

遊
休
農
地
の
活
用
に
取
り
組
む

静
岡
鉄
道
株
式
会
社

大
川
地
区
自
治
会
連
合
会

×

　
静
岡
県
葵
区
坂
ノ
上
等
８
つ
の
地
区
で
構
成
さ
れ

て
い
る
大
川
集
落
で
は
、
大
川
地
区
自
治
会
連
合
会

が
農
作
物
の
栽
培
や
農
地
保
全
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
活
動
を
始
め
た
の
は
、
２
０
０

８
（
平
成
20
）
年
の
こ
と
。

　
大
川
地
区
と
静
岡
鉄
道
株
式
会
社
と
は
、
２
０
１

８
（
平
成
30
）
年
に
協
働
で
活
動
を
は
じ
め
、
２
０

１
９
（
令
和
元
）
年
の
５
月
に
一
社
一
村
し
ず
お
か

運
動
の
認
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
働
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
静

岡
茶
の
始
祖
で
あ
り
大
川
出
身
の
「
聖
一
国
師
の
縁
」

と
、
両
者
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
い
ま
す
。
ま
た
、
静

岡
鉄
道
は
も
と
も
と
静
岡
で
採
れ
た
お
茶
を
清
水
港

へ
輸
送
し
た
鉄
道
事
業
か
ら
始
ま
っ
た
会
社
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
聖
一
国
師
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
精

力
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
博
多
祇
園

山
笠
で
使
わ
れ
る
清
い
水
を
く
む
「
水
汲
み
の
儀
」

の
開
催
時
に
、
大
川
地
区
の
代
表
者
か
ら
静
岡
鉄
道

に
一
社
一
村
し
ず
お
か
運
動
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

「
聖
一
国
師
の
縁
」
で
協
働
を
ス
タ
ー
ト

遊
休
農
地
活
用
の
マ
ン
パ
ワ
ー

「
昨
年
１
年
間
協
働
で
活
動
し
、
今
年
も
活
動
を

継
続
し
よ
う
と
登
録
し
ま
し
た
」
と
人
事
部
人
財

開
発
課
の
剱
持
瑞
恵
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
社
内
で

は
、
一
社
一
村
し
ず
お
か
運
動
に
登
録
し
た
こ
と

で
大
川
地
区
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
役
に
立
っ

て
い
る
と
い

う
実
感
や
地

域
貢
献
を
し

て
い
る
と
い

う
意
識
が
生

ま
れ
て
い
る

そ
う
。

　

静
岡
鉄
道
で
の
協
働
活
動
は
、
農
作
業
を
通
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
年
目
は
10
月
に
稲
刈
り
、

11
月
に
蕎
麦
収
穫
を
行
い
、
２
年
目
は
5
月
に
お

茶
摘
み
、
11
月
に
蕎
麦
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
取
材
し
た
11
月
の
活
動
日
は
10
名
の
静
岡

鉄
道
の
社
員
と
、
9
名
の
大
川
の
方
が
集
ま
っ
て

蕎
麦
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
家
族
で
参
加
し
て
い

る
社
員
さ
ん
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
そ
う
に

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
蕎
麦
収
穫
を
し
た
田
ん

ぼ
は
、
所
有
者
の
高
齢
化
に
伴
い
続
け
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
一
社
一
村
し
ず
お

か
運
動
を
通
し
て
蕎
麦
等
が
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
作
業
に
は
新
入
社
員
が
多
く
参
加
し
て
い
る

た
め
年
齢
は
若
く
精
力
的
に
活
動
で
き
、「
遊
休
農

地
の
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
人
手
が

増
え
て
た
く
さ
ん
農
作
物
が
育
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
、
大
川
地
区
自
治
会
連
合
会　

会
長　

中
村
満
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
言
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
や
稲
刈
り
、
お
茶
摘
み
体
験
な
ど
を
協
働

で
行
い
、
収
穫
し
た
お
茶
は
製
茶
を
し
て
お
土
産

と
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
中
村
さ
ん
は
「
来
年
以

降
は
同
じ
活
動
と
、
も
ち
米
や
蕎
麦
、
お
茶
な
ど

の
栽
培
量
も
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
大
川
の
本

山
茶
や
わ
さ

び
を
使
っ
た

チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
作
っ
て

売
り
出
し
も

始
め
た
ん
で

す
。
そ
ち
ら

も
ぜ
ひ
協
働
活
動
を
通
じ
て
広
め
て
い
き
た
い
で

す
」
と
言
い
ま
す
。

　

ゆ
く
ゆ
く
は
大
川
に
定
住
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
目
標
が
あ
り
、
多
く
の
人
に
大
川
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
一
社
一
村
し
ず
お
か
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
目
標
に
向
け
て

一
歩
一
歩
と
進
ん
で
い
ま
す
。

大川地区自治会連合会　会長
中村満さん

静岡鉄道株式会社　人事部人財開発課
剱持瑞恵さん

け
ん
も
ち
み
ず
え

な
か
む
ら
み
つ
る

　大川企業組合と、チョコレート専
門店「コンチェ」の共同開発で作ら
れたトリフチョコレートは、煎茶、
ほうじ茶、ワサビの３種類の味が楽
しめます。素材の味や香りがしっか
りと引き出された上品な商品。3 粒
入り 1,300 円。

「OKAWA chocolate」とは
　僧侶として最高の栄誉である「国
師」の号を日本で最初に贈られた高
僧であり、静岡茶の始祖と伝えられ
ている人物。1202（建仁２）年に
駿河国阿倍郡大川村栃沢（現静岡市
葵区）に生まれ、宋に渡って禅宗の
修行に励み、中国から持ち帰った茶
の実を足久保にまいたと言われてい
ます。

「聖一国師」とは

連携 静岡鉄道株式会社大川地区自治会連合会

・社員に活動を通じて会社の
　歴史や地域について学んでほしい
・地域貢献活動をしたい

・静岡市内に商品をPRしたい
・遊休農地を活用したい
・農作業の人手がほしい
・地域へ移住してほしい

一社一村しずおか運動とは
農山村と企業が対等な関係のパート
ナシップを組み、それぞれの資源、
人材、ネットワーク等を生かした双
方にメリットのある協働活動の実現
を目指す取り組みです。

・人手不足改善
・地域に活気
・企業イメージUP
・地域貢献

●企業側の●農村側の

11 月の上旬に在来蕎麦収穫の協働活動が行われました

ニーズ

きっかけ

ニーズ

など

など

など

効果

茶祖・聖一国師のふるさと
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